
内
閣
衆
質
一
六
二
第
四
七
号

平
成
十
七
年
四
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
今
野
東
君
提
出
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
七
年
四
月
十
五
日
受
領

答

弁

第

四

七

号



衆
議
院
議
員
今
野
東
君
提
出
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

化
学
兵
器
の
開
発
、
生
産
、
貯
蔵
及
び
使
用
の
禁
止
並
び
に
廃
棄
に
関
す
る
条
約
（
平
成
九
年
条
約
第
三
号
）
に
基
づ
き

中
国
に
お
い
て
遺
棄
化
学
兵
器
を
廃
棄
処
理
す
る
事
業
（
以
下
「
処
理
事
業
」
と
い
う
。
）
の
現
在
の
実
施
体
制
に
つ
い
て

は
、
内
閣
府
大
臣
官
房
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
担
当
室
が
処
理
事
業
に
関
す
る
業
務
を
所
掌
し
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
そ
の
業

務
の
一
部
を
株
式
会
社
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
業
務
委
託
し
て
い
る
。

処
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
度
及
び
平
成
十
五
年
度
に
お
い
て
、
内
閣
府
が
財
団
法
人
日
本
国
際
問
題
研
究
所

軍
縮
・
不
拡
散
促
進
セ
ン
タ
ー
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
以
下
「
Ｐ
Ｍ
Ｃ
」
と
い

う
。
）
に
対
し
調
査
・
研
究
等
を
業
務
委
託
し
て
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
、
機
構
に
業
務
委
託
す
る
こ
と

と
し
た
の
は
、
同
年
度
以
降
、
中
国
吉
林
省
ハ
ル
バ
嶺
に
お
け
る
処
理
事
業
（
以
下
「
ハ
ル
バ
嶺
事
業
」
と
い
う
。
）
に
関

し
、
従
前
の
調
査
・
研
究
等
の
業
務
に
加
え
、
発
掘
回
収
施
設
等
の
建
設
や
各
種
装
置
の
製
造
に
係
る
調
達
及
び
履
行
管
理

並
び
に
施
設
運
転
管
理
に
関
す
る
業
務
等
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
業
務
を
一
体
的
に
処
理
さ
せ
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一



一
の
�
に
つ
い
て

Ｐ
Ｍ
Ｃ
は
、
処
理
事
業
に
係
る
基
本
計
画
の
策
定
、
実
処
理
技
術
の
選
定
、
発
掘
回
収
施
設
等
の
設
計
な
ど
国
が
行
う
業

務
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
国
と
Ｐ
Ｍ
Ｃ
の
間
の
契
約
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
別
表

の
と
お
り
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

実
処
理
技
術
と
し
て
中
和
法
で
な
く
燃
焼
法
を
選
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
遺
棄
化
学
兵
器
は
長
期
間
地
中
に
埋
設
さ

れ
て
い
る
た
め
、
化
学
剤
の
成
分
等
が
変
質
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
中
和
法
で
は
こ
れ
ら
の
変
質
し
た
成
分
等

を
含
む
化
学
剤
を
安
定
的
に
無
害
化
処
理
す
る
こ
と
が
不
確
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
及
び
燃
焼
法
は
欧
米
諸
国
の
化

学
兵
器
の
処
理
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
安
定
的
に
化
学
剤
を
無
害
化
処
理
す
る
面
で
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

選
定
の
具
体
的
な
経
緯
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
（
旧
総
理
府
を
含
む
。
）
に
お
い
て
、
平
成
十
二
年
七
月
か
ら
実
処
理
技

術
の
選
定
に
関
す
る
検
討
を
開
始
し
、
技
術
選
定
に
必
要
な
調
査
及
び
実
験
を
行
う
と
と
も
に
、
学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ

る
実
処
理
技
術
の
検
討
チ
ー
ム
の
評
価
を
踏
ま
え
、
平
成
十
四
年
四
月
か
ら
日
中
両
国
の
専
門
家
に
よ
り
実
処
理
技
術
を
一

つ
に
絞
り
込
む
作
業
を
開
始
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
十
五
年
四
月
に
開
催
し
た
日
中
共
同
作
業
グ
ル
ー
プ
会
合
に
お
い
て
、

二



燃
焼
法
を
基
本
的
な
処
理
技
術
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
適
切
な
管
理
の
下
で
燃
焼
法
に
よ
り
処
理
を
行
え
ば
、
焼
却
過
程
で
化
学
剤
を
適
切
に
分
解
し
、
そ
の
過
程
で
発

生
す
る
分
解
物
を
排
ガ
ス
処
理
設
備
で
十
分
に
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
環
境
中
に
排
出
さ
れ
る
排
ガ
ス
に
含
ま
れ

る
汚
染
物
質
の
濃
度
は
極
め
て
低
く
な
り
、
中
国
政
府
が
定
め
る
焼
却
設
備
の
排
出
口
に
関
す
る
環
境
基
準
を
確
実
に
遵
守

す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、排
ガ
ス
に
よ
っ
て
周
辺
環
境
が
汚
染
さ
れ
る
と
い
う
問
題
は
生
じ
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

実
処
理
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
を
含
め
、
実
処
理
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
現
段
階
に
お
い
て
は
、
お
尋
ね
の
「
排
他
的
権
利
を
有
す
る
企
業
」
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
実
処
理
プ
ラ

ン
ト
を
建
設
す
る
企
業
は
未
定
で
あ
り
、
そ
の
候
補
と
な
る
企
業
を
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

Ｐ
Ｍ
Ｃ
は
、
機
構
か
ら
業
務
を
受
託
し
、
ハ
ル
バ
嶺
事
業
に
係
る
発
掘
回
収
施
設
等
の
基
本
設
計
、
中
国
側
専
門
家
と
の

詳
細
設
計
に
関
す
る
調
整
の
事
務
等
を
行
っ
て
い
る
。

三
の
�
及
び
四
に
つ
い
て

三



平
成
十
六
年
度
に
内
閣
府
と
機
構
と
の
間
で
、
処
理
事
業
に
関
す
る
総
合
管
理
業
務
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
及

び
ハ
ル
バ
嶺
事
業
の
準
備
業
務
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。
契
約
方
式
は
い
ず
れ
も
随
意
契
約
で

あ
り
、
契
約
金
額
は
そ
れ
ぞ
れ
約
七
十
八
億
三
千
万
円
及
び
約
九
千
万
円
で
あ
る
。

平
成
十
七
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、
右
の
総
合
管
理
業
務
及
び
準
備
業
務
に
係
る
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。
契
約
方

式
は
い
ず
れ
も
随
意
契
約
で
あ
り
、
契
約
金
額
は
そ
れ
ぞ
れ
約
八
十
四
億
四
千
万
円
及
び
約
三
億
四
千
万
円
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
外
の
個
別
の
契
約
に
つ
い
て
は
処
理
事
業
の
進
ち
ょ
く
に
応
じ
て
締
結
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
た
め
、
現
段
階
に
お
い

て
、
こ
れ
を
お
示
し
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

三
の
�
に
つ
い
て

機
構
は
、
処
理
事
業
に
関
す
る
発
掘
回
収
施
設
等
の
設
計
等
の
業
務
を
実
施
し
て
い
る
。
処
理
事
業
は
、
長
期
間
埋
設
さ

れ
た
大
量
の
遺
棄
化
学
兵
器
を
処
理
す
る
も
の
で
あ
り
、
世
界
に
前
例
の
な
い
知
見
・
技
術
を
新
た
に
蓄
積
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
と
い
う
特
殊
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
機
構
は
、
処
理
事
業
に
有
用
な
調
査
手
法
や
技
術
上
の
情
報
等
を

有
し
て
お
り
、
業
務
の
委
託
先
と
し
て
機
構
以
外
の
者
へ
の
代
替
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
機
構
と
の
間
の
契
約
は
、
随

意
契
約
に
よ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
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